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国
土
交
通
省
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
「
長
期

修
繕
計
画
作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
よ
る

と
、
屋
内
共
用
雑
排
水
管
の
「
更
生
」
工

事
（
管
内
部
樹
脂
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
工
事

等
）
の
参
考
周
期
は
１
５
年
、
内
部
共
用

雑
排
水
管
／
汚
水
管
／
雨
水
管
の
「
取

替
」
工
事
（
管
の
交
換
）
の
参
考
周
期
は

３
０
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

各
室
か
ら
の
雑
排
水
管
／
汚
水
管
が

集
め
ら
れ
る
共
用
排
水
管
（
「
立
て
管
」
）

は
、
各
室
の
隠
れ
た
場
所
に
設
置
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
く
、
劣
化
し
た
共
用
排
水
管

の
「
更
生
」
や
「
取
替
」
工
事
に
際
し
、

高
額
な
費
用
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

居
住
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
排
水
管
設
備

（
雑
排
水
管
／
汚
水
管
）
の
設
置
状
況
を

十
分
に
認
識
し
た
上
で
、
的
確
な
維
持
管

理
（
「
更
生
」
「
取
替
」
工
事
を
含
む
）

を
実
施
す
る
こ
と
は
不
可
欠
で
す
。 

 

そ
の
た
め
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
排
水
管
設

備
（
雑
排
水
管
／
汚
水
管
）
の
設
置
概
要

と
維
持
管
理
（
「
更
生
」
「
取
替
」
工
事

を
含
む
）
の
方
法
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

た
い
と
こ
ろ
で
す
。 
 
 
 
 

 

今
回
は
、
排
水
管
設
備
の
設
置
方
式
と

劣
化
調
査
の
概
要
を
取
り
上
げ
ま
す
。 

 

１
．
マ
ン
シ
ョ
ン
の
排
水
通
気
方
式 

（
１
）
マ
ン
シ
ョ
ン
の
排
水
方
式 

マ
ン
シ
ョ
ン
の
排
水
は
、
汚
水(

ト
イ
レ

排
水)

と
雑
排
水(

台
所
／
浴
室
／
洗
面
室

／
洗
濯
機
等
の
排
水)

、
お
よ
び
雨
水(

屋

根
／
バ
ル
コ
ニ
ー
等
の
排
水)

に
大
別
さ

れ
ま
す
。
汚
水
と
雑
排
水
に
関
し
て
は
、

敷
地
外
の
公
共
下
水
道
へ
速
や
か
に
排

出
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
同
時
に
、

排
水
管
内
の
臭
気
を
室
内
に
拡
散
さ
せ

な
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
各
種
「
ト
ラ
ッ
プ
」
【
資

料
１
】
の
設
置
に
よ
り
臭
気
の
侵
入
を
防

ぐ
必
要
が
生
じ
ま
す
。 

 

更
に
、
排
水
管
内
の
気
圧
と
外
気
の
気

圧
差
を
で
き
る
だ
け
生
じ
さ
せ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
の
「
通
気
管
」
を
設
置
し
、

「
ト
ラ
ッ
プ
」
内
の
封
水
が
破
れ
る
現
象

を
防
ぎ
、
排
水
の
流
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

尚
、
高
い
所
か
ら
低
い
所
に
自
然
に
排

水
さ
せ
る
「
重
力
式
排
水
」
が
一
般
的
で

す
が
、
放
流
先
で
あ
る
公
共
下
水
道
管
と

の
高
さ
の
関
係
か
ら
、
「
重
力
式
排
水
」

が
で
き
な
い
場
合
は
、
地
下
部
分
等
に

「
排
水
槽
」
を
設
け
、
「
排
水
ポ
ン
プ
」

に
よ
り
排
水
を
行
う
「
機
械
式
排
水
」(

圧

送
排
水)

を
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
内
の
排
水
方
法
に

は
、
汚
水
と
雑
排
水
と
を
同
一
の
排
水
系

統
へ
排
出
さ
せ
る
「
合
流
式
」
と
、
汚
水

と
雑
排
水
と
を
別
々
の
排
水
系
統
で
排

出
さ
せ
る
「
分
流
式
」
が
あ
り
ま
す
。 

放
流
先
と
な
る
公
共
下
水
道
に
関
し

て
も
、
汚
水
／
雑
排
水
／
雨
水
を
同
一
の

系
統
で
排
出
さ
せ
る
「
合
流
式
」
と
、
汚

水
／
雑
排
水
と
雨
水
と
を
別
々
の
系
統

で
排
出
さ
せ
る
「
分
流
式
」
が
あ
り
ま
す
。 

 （
２
）
マ
ン
シ
ョ
ン
の
通
気
方
式 

マ
ン
シ
ョ
ン
の
通
気
方
式
に
は
、
い
く

つ
か
の
方
式
が
あ
り
、
建
築
物
の
高
さ
や

合
流
形
態
等
を
考
慮
し
設
定
さ
れ
、
「
伸

頂
通
気
方
式
」
と
「
通
気
立
て
管
方
式
」

に
分
類
さ
れ
ま
す
。
【
資
料
２
】 

「
伸
頂
通
気
方
式
」
は
、
「
単
管
式
」

と
呼
ば
れ
、
排
水
「
立
て
管
」
頂
部
に
「
伸

頂
通
気
管
」
を
延
長
さ
せ
、
屋
上
や
最
上

階
の
外
壁
等
の
部
分
に
開
口
を
設
け
る

方
式
で
あ
り
、
従
来
継
手(

Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
の
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Ｉ
Ｖ
継
手
等)

を
用
い
る
「
従
来
継
手
方

式
」
と
、
特
殊
な
継
手
を
用
い
る
「
特
殊

継
手
方
式
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
「
伸
頂

通
気
管
」
端
部
に
は
、
防
虫
と
雪
に
よ
る

閉
塞
を
防
止
す
る
た
め
に
、
「
ベ
ン
ト
キ

ャ
ッ
プ
」
等
が
設
置
さ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
「
通
気
立
て
管
方
式
」
は
、
「
通

気
立
て
管
」
を
「
排
水
立
て
管
」
の
最
下

層
に
接
続
さ
せ
、
排
水
「
立
て
管
」
に
沿

っ
て
立
ち
上
げ
、
最
上
部
の
「
伸
頂
通
気

管
」
に
接
続
す
る
、
も
し
く
は
単
独
で
大

気
に
開
口
す
る
方
式
で
あ
り
、
排
水
「
立

て
管
」
と
通
気
「
立
て
管
」
の
２
本
が
設

置
さ
れ
る
こ
と
か
ら
「
二
管
式
」
と
呼
ば

れ
ま
す
。 

 

 

 

２
． 

排
水
管
材
の
種
類
と
変
遷 

 

排
水
管
に
使
用
さ
れ
る
材
料
は
、
金
属

性
と
非
金
属
性
に
大
別
さ
れ
、
時
代
と
共

に
変
遷
し
て
い
ま
す
。
【
資
料
３
】 

❶ 

排
水
用
鋳
鉄
管(

Ｃ
Ｉ
Ｐ) 

１
９
５
０
年
代
後
半
以
降
か
ら
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
汚
水
系
統
に
従

来
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
配
管
で
す
。

継
手
に
関
し
て
は
「
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳

鉄
異
形
管
」
か
ら
「
メ
カ
ニ
カ
ル
形

排
水
鋳
鉄
管
用
異
形
管
」
を
用
い
た

メ
カ
ニ
カ
ル
ジ
ョ
イ
ン
ト
に
移
行

し
て
い
ま
す
。 

❷ 

配
管
用
炭
素
鋼
鋼
管(

Ｓ
Ｇ
Ｐ) 

「
白
ガ
ス
管
」
と
も
呼
ば
れ
、
１
９

７
０
年
代
後
半
ま
で
「
水
道
用
亜
鉛

め
っ
き
鋼
管(

Ｓ
Ｇ
Ｐ(

Ｗ))

」
と
共
に

雑
排
水
系
統
に
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
ね
じ
込
み
式
の
「
ド
レ
ネ
ー
ジ

継
手
」
の
管
端
ネ
ジ
部
分
の
肉
薄
箇

所
か
ら
錆
が
始
ま
り
、
錆
の
進
行
と

共
に
管
に
穴
が
あ
い
て
漏
水
に
つ

な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

台
所
系
排
水
横
引
管
に
お
い
て
は
、

管
底
に
ス
ラ
イ
ム
が
た
ま
り
、
好
食

性
バ
ク
テ
リ
ア
に
よ
り
直
管
部
分

に
穴
が
あ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
現

在
で
は
、
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
な
く

な
り
ま
し
た
。 

❸ 

排
水
用
ノ
ン
タ
ー
ル
エ
ボ
キ
シ
塗
装

鋼
管(

Ｓ
Ｇ
Ｐ-

Ｔ
Ａ) 

１
９
７
０
年
代
後
半
以
降
か
ら
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
錆
の
発
生
を
防

ぐ
た
め
に
、「
配
管
用
炭
素
鋼
鋼
管
」

の
内
面
に
「
タ
ー
ル
エ
ボ
キ
シ
塗

装
」
を
施
し
た
配
管
で
、
鋼
管
の
強

靱
性
、
耐
衝
撃
性
と
耐
火
性
、
な
ら

び
に
内
面
の
耐
食
性
と
を
併
せ
持

つ
配
管
で
す
。
継
手
に
は
、
「
排
水

鋼
管
用
可
撓
継
手
」
で
あ
る
「
Ｍ
Ｄ

継
手
」(

メ
カ
ニ
カ
ル
ジ
ョ
イ
ン
ト)

、

お
よ
び
「
ね
じ
込
み
式
排
水
管
継

手
」
が
用
い
ら
れ
ま
す
。 

❹ 

排
水
用
硬
質
塩
化
ビ
ニ
ル
ラ
イ
ニ
ン

グ
鋼
管(

Ｄ
‐
Ｖ
Ａ) 

１
９
８
０
年
代
前
半
以
降
か
ら
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
錆
の
発
生
を
防

ぐ
た
め
に
、「
配
管
用
炭
素
鋼
鋼
管
」

の
内
面
に
「
硬
質
塩
化
ビ
ニ
ル
管
」

を
接
着
剤
に
よ
り
ラ
イ
ニ
ン
グ
し

た
も
の
で
、
鋼
管
の
強
靱
性
、
耐
衝

撃
性
と
耐
火
性
、
な
ら
び
に
内
面
の

耐
食
性
と
を
併
せ
持
つ
配
管
で
す
。

継
手
に
は
、
「
排
水
鋼
管
用
可
撓
継

手
」
で
あ
る
「
Ｍ
Ｄ
継
手
」
が
用
い

ら
れ
ま
す
。 

❺ 

硬
質
ポ
リ
塩
化
ビ
ニ
ル
管(

Ｖ
Ｐ) 

１
９
５
０
年
代
後
半
以
降
か
ら
使

用
さ
れ
、
住
戸
内
の
専
有
部
分
の
横

引
管
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

接
合
に
は
、
「
排
水
用
硬
質
塩
化
ビ

ニ
ル
管
継
手(

Ｄ
Ｖ
継
手)

」
に
よ
る

接
着
接
合
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

台
所
系
統
に
お
い
て
、
食
器
洗
浄
機

が
あ
る
場
合
に
は
、
高
温
の
排
水
が

流
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
耐
熱
性
硬
質

【
資
料
１
】 

【

資

料

２

】 
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塩
化
ビ
ニ
ル
管(

Ｈ
Ｉ
Ｖ
Ｐ)

」
が
用

い
ら
れ
ま
す
。 

❻ 
排
水
・
通
気
用
耐
火
二
層
管 

１
９
７
０
年
代
後
半
以
降
か
ら
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
張
り
管
の

「
硬
質
塩
化
ビ
ニ
ル
管
」
に
、
外
張

り
管
と
し
て
「
モ
ル
タ
ル
製
耐
火

管
」
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
「
硬
質

塩
化
ビ
ニ
ル
管
」
に
耐
火
性
能
を
付

与
し
た
配
管
で
、
広
く
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
接
合
は
「
排
水
用
耐
火
二

層
管
継
手
」
に
よ
る
接
着
接
合
で
す
。 

 
 

 

   

３
．
排
水
管
の
劣
化
調
査 

（
１
）
排
水
管
の
劣
化
調
査
の
方
法 

各
排
水
管
は
、
放
置
し
て
い
る
と
劣
化

に
伴
い
漏
水
事
故
な
ど
の
重
大
な
問
題

を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
定

期
的
な
点
検
・
調
査
に
よ
り
状
態
を
確
認

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
劣
化
の
状
況
は

排
水
管
材
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
適

切
な
処
置
を
施
す
こ
と
で
排
水
管
の
寿

命
を
延
ば
す
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
定
期
的
な
調
査
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
修
繕
計
画
が
立
て
や
す
く
な
り
、

今
後
の
コ
ス
ト
プ
ラ
ン
の
算
出
に
役
立

つ
こ
と
に
も
繋
が
り
ま
す
。
調
査
の
種
類

に
よ
っ
て
は
一
時
的
な
断
水
が
必
要
な

場
合
も
あ
り
、
事
前
に
通
知
を
徹
底
す
る

こ
と
も
重
要
で
す
。 

排
水
管
の
調
査
に
は
、
次
の
と
お
り
、

い
く
つ
か
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。 

【
資
料
‐
４
】 

❶ 

内
視
鏡
検
査 

内
視
鏡
を
使
用
す
る
調
査
方
法
で

す
。
肉
眼
で
は
確
認
で
き
な
い
内
部

の
様
子
を
映
像
と
し
て
映
し
出
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
主
に
、
腐
食
状

況
や
閉
塞
状
況
と
い
っ
た
状
態
の

確
認
に
使
わ
れ
、
汚
れ
や
劣
化
状
況

が
モ
ニ
タ
ー
上
で
目
視
で
き
、
写
真

撮
影
も
で
き
る
こ
と
か
ら
、
不
具
合 

 
 

箇
所
の
特
定
に
効
果
的
な
調
査
で

す
。 

❷ 

超
音
波
肉
厚
測
定
検
査 

排
水
管
の
外
側
か
ら
行
う
調
査
で

す
。
排
水
管
の
厚
さ
を
確
認
し
て
、

浸
食
の
進
行
状
況
を
判
断
し
ま
す
。

排
水
管
の
厚
さ
を
具
体
的
に
把
握

で
き
る
こ
と
か
ら
、
配
管
の
残
寿
命

の
判
定
に
も
用
い
ら
れ
ま
す
。
保
温

材
や
塗
装
な
ど
を
落
と
し
、
調
査
対

象
の
排
水
管
を
露
出
さ
せ
、
超
音
波

を
入
射
し
、
跳
ね
返
る
超
音
波
の
往

復
時
間
か
ら
肉
厚
の
測
定
を
行
い

ま
す
。 

❸ 

Ｘ
線
検
査 

調
査
対
象
と
な
る
配
管
を
露
出
さ

せ
、
工
業
用
Ｘ
線
装
置
か
ら
Ｘ
線
を

照
射
さ
せ
た
後
、
Ｘ
線
フ
ィ
ル
ム
を

現
像
し
て
内
部
の
状
況
を
確
認
す

る
方
法
で
す
。
検
査
結
果
は
、
そ
の

場
で
示
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
腐
食
状
況
だ
け
で
な
く
、

異
物
の
発
見
に
も
効
果
的
で
す
が
、

人
体
に
影
響
が
出
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
立
ち
入
り
禁
止
区
域

が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
、
注
意
が

必
要
で
す
。 

❹ 

抜
管
検
査 

調
査
対
象
と
な
る
排
水
管
を
抜
き

取
り
、
直
接
調
査
す
る
検
査
で
す
。

肉
眼
で
見
え
る
状
態
に
な
る
こ
と

か
ら
、
状
況
を
把
握
し
や
す
い
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
サ
ン
プ

リ
ン
グ
と
も
呼
ば
れ
、
腐
食
が
進
ん

で
い
る
部
分
の
肉
厚
測
定
や
残
存

余
命
の
算
出
に
も
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
一
部
を
抜
き
取
る

破
壊
検
査
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
復
旧

に
時
間
を
要
し
、
そ
の
間
断
水
す
る

た
め
、
一
時
的
な
使
用
停
止
期
間
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
内
視
鏡
検
査
等

の
非
破
壊
検
査
は
、
間
接
的
に
劣
化

状
況
を
確
認
す
る
方
法
で
あ
り
、
確

実
な
結
果
を
得
ら
れ
る
方
法
で
は

な
い
こ
と
か
ら
、
排
水
管
の
詳
細
な

状
況
を
把
握
し
た
い
場
合
に
は
、
抜

管
検
査
が
適
し
て
い
ま
す
。 

 

（
２
）
排
水
管
劣
化
調
査
の
ポ
イ
ン
ト 

排
水
管
の
劣
化
調
査
は
、
図
面
や
管
理

台
帳
等
の
確
認
や
内
視
鏡
検
査
よ
り
目

視
で
確
認
す
る
「
一
時
診
断
」
、
機
械
等

を
使
い
間
接
的
に
状
況
を
把
握
す
る
た

め
に
非
破
壊
検
査
を
行
う
「
二
次
診
断
」
、

抜
管
調
査
な
ど
の
破
壊
検
査
を
行
う
「
三

【
資
料
３
】 

【
資
料
１
】
～
【
資
料
３
】 

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の
知
識
（
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
セ
ン
タ
ー
）
引
用 
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次
診
断
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
ど
の
よ
う

な
調
査
を
実
施
す
る
か
の
選
択
は
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

調
査
に
は
、
状
況
に
応
じ
て
向
き
不
向

き
が
あ
り
ま
す
。
排
水
管
の
状
況
に
よ
っ

て
、
調
査
方
法
を
変
え
な
け
れ
ば
、
必
要

な
結
果
が
得
ら
れ
な
い
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。 

「
二
次
診
断
」
ま
で
は
、
使
用
を
止
め

る
こ
と
な
く
調
査
す
る
こ
と
が
可
能
な

こ
と
か
ら
、
住
民
の
負
担
に
な
り
に
く
い

の
で
す
が
、
「
三
次
診
断
」
ま
で
行
う
こ

と
に
よ
り
、
よ
り
正
確
に
劣
化
状
況
の
確

認
が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
慎
重
な
調

査
方
法
の
選
択
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
適
し

た
調
査
が
で
き
な
け
れ
ば
、
調
査
が
無
駄

に
終
わ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
調
査
箇
所
と
調
査
数
を
決
定
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
極
端
に
少
な
い

箇
所
し
か
実
施
し
な
い
場
合
は
、
精
度
が

落
ち
や
す
く
な
り
、
多
す
ぎ
る
と
費
用
ば

か
り
が
嵩
む
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
ど
の
程
度
の
箇
所
を
調
査
す

る
の
が
適
正
な
の
か
、
専
門
家
や
調
査
会

社
等
と
相
談
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
調

査
に
費
用
が
掛
か
り
過
ぎ
る
と
、「
更
生
」

「
取
替
」
工
事
に
回
す
費
用
に
影
響
が
出

る
可
能
性
も
あ
り
、
事
前
に
予
算
と
の
す

り
合
わ
せ
を
行
う
こ
と
も
大
切
で
す
。 

調
査
結
果
が
、
ど
の
よ
う
に
示
さ
れ
る

の
か
も
押
さ
え
て
お
き
た
い
ポ
イ
ン
ト

で
す
。
調
査
結
果
は
、
住
民
に
工
事
の
必

要
性
を
示
す
場
合
に
重
要
な
資
料
と
も

な
り
ま
す
。
よ
り
説
得
力
の
高
い
資
料
を

得
ら
れ
る
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
場

合
も
あ
り
、
調
査
結
果
の
使
い
方
を
念
頭

に
置
く
べ
き
で
す
。 

調
査
結
果
は
、
直
ち
に
「
更
生
」
「
取

替
」
工
事
に
利
用
し
な
く
と
も
、
今
後
の

計
画
を
立
案
す
る
際
に
使
用
す
る
こ
と

も
可
能
と
な
り
ま
す
。 

 

 

 

屋
上
の
物
置
は
高
さ
に
算
入
す
る
か 

 

建
築
物
の
高
さ
は
地
盤
面
か
ら
算
定

す
る
と
建
築
基
準
法
施
行
令
第
２
条
第

１
項
第
六
号
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
同
号
の
ロ
と
ハ
で
、
屋
上
ま
わ
り
の

要
素
の
う
ち
高
さ
に
算
人
し
な
く
て
よ

い
部
分
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

高
さ
に
算
人
し
な
い
ロ
の
「
屋
上
部

分
」
と
は
、
建
築
物
と
構
造
上
一
体
的
で
、

そ
の
用
途
・
機
能
・
構
造
上
、
屋
上
に
設

け
る
の
が
や
む
を
得
な
い
も
の
を
指
す

階
段
室
、
昇
降
機
塔
な
ど
が
該
当
し
、
こ

れ
ら
の
水
平
投
影
面
積
の
合
計
か
建
築

面
積
の
８
分
の
１
以
下
な
ら
ば
、
高
さ
に

算
入
し
な
く
て
よ
い
。
高
架
水
槽
や
キ
ュ

ー
ビ
ク
ル
、
ク
ー
リ
ン
グ
タ
ワ
ー
な
ど
の

設
備
機
器
は
、
周
囲
の
目
隠
し
部
分
を
含

め
て
高
さ
に
算
入
せ
ず
に
済
む
。 

 

パ
ラ
ペ
ッ
ト
は
『
部
分
的
』
で
は
な
い 

一
方
、
通
常
の
「
居
室
」
や
「
下
階
と

用
途
上
一
体
に
利
用
さ
れ
る
物
置
専
用

の
室
」
な
ど
は
、
屋
上
に
設
け
る
の
が
や

む
を
得
な
い
部
屋
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
水
平
投
影
面
積
が
建
築
面
積
の

８
分
の
１
以
下
で
あ
っ
て
も
高
さ
に
算

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

同
号
ハ
に
は
、
似
た
言
葉
で
「
屋
上
突

出
物
」
が
出
て
き
ま
す
。
こ
ち
ら
は
、
建

築
物
の
屋
上
に
部
分
的
に
設
置
さ
れ
、
か

つ
屋
内
的
空
間
が
な
い
も
の
を
い
い
ま

す
。 

 

採
光
・
換
気
窓
な
ど
の
立
ち
上
が
り
部

分
の
よ
う
な
「
建
築
物
の
躯
体
の
軽
微
な

突
出
部
」
、
装
飾
用
工
作
物
な
ど
の
「
部

分
的
か
つ
小
規
模
な
外
装
」
、
開
放
性
の

大
き
な
手
す
り
な
ど
が
屋
上
突
出
物
に

な
り
ま
す
。
一
見
、
屋
上
突
出
物
に
該
当

し
そ
う
な
パ
ラ
ペ
ッ
ト
は
、
屋
上
部
分
の

周
囲
全
体
に
設
け
ら
れ
、
部
分
的
に
設
置

さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
高
さ
に
算

人
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

【
ポ
イ
ン
ト
】 

 

物
置
は
高
さ
に
算
入
す
る
。 

高
さ
に
算
入
し
な
い
「
屋
上
部
分
」
は
、

や
む
を
得
ず
に
屋
上
設
置
す
る
も
の
が

対
象
。 

「
屋
上
突
出
物
」
は
部
分
的
な
も
の
だ

け
が
対
象
。 

消
費
者
も
知
っ
て
お
く
べ
き 

建
築
基
準
法
ア
ラ
カ
ル
ト 
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文
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副
理
事
長 

田
岡
照
良 

【
資
料
４
】 

引用：積水工業㈱ HP 
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高
さ
不
算
入
の
屋
上
部
分
は
日
影
規
制
の

対
象
外
？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

都
市
部
で
建
築
物
の
計
画
を
す
る
場

合
に
、
避
け
て
通
れ
な
い
の
が
斜
線
制
限

で
す
。
屋
上
部
分
の
何
が
規
制
の
対
象
に

な
る
の
か
は
、
斜
線
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。 

 

用
途
地
域
ご
と
に
条
件
が
異
な
る 

ま
ず
、
日
影
規
制
に
つ
い
て
。 

日
影
に
よ
る
中
高
層
の
建
築
物
の
高

さ
の
制
限
は
、
建
築
基
準
法
第
５６
条
の
２

に
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

対
象
地
域
は
、
商
業
地
城
と
工
業
地
域
、

工
業
専
用
地
域
を
除
く
１０
の
用
途
地
域

な
ど
で
す
。
た
だ
し
、
地
域
内
の
全
て
の

建
築
物
が
規
制
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、

日
影
規
制
の
検
討
で
は
、
規
制
対
象
に
な

る
か
ど
う
か
を
ま
ず
判
断
し
ま
す
。 

建
築
基
準
法
別
表
第
４
の
（
ろ
）
欄
に
、

用
途
地
域
ご
と
の
対
象
条
件
が
あ
り
ま

す
。
第
一
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
や
近

隣
商
業
地
域
な
ど
で
は
、
「
高
さ
が
１０
ｍ

を
超
え
る
建
築
物
」
が
条
件
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
「
１０
ｍ
超
」
と
い
う
基
準
に
は
、

《
ア
ラ
カ
ル
ト
27
》
で
説
明
し
た
「
屋
上

部
分
」
の
高
さ
の
う
ち
高
さ
５
ｍ
以
下
の

部
分
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
（
建
築
基
準
法
施

行
令
第
２
条
第
１
項
第
六
号
ロ
）
。
そ
こ

で
、
水
平
投
影
面
積
の
合
計
が
建
築
面
積

の
８
分
の
１
以
下
で
あ
る
階
段
室
や
キ

ュ
ー
ビ
ク
ル
な
ど
は
除
い
て
高
さ
を
算

出
し
、
１０
ｍ
を
超
え
る
か
ど
う
か
を
調
べ

ま
す
。 

建
築
物
の
高
さ
が
１０
ｍ
を
超
え
て
日

影
規
制
の
対
象
と
な
っ
た
と
し
ま
す
。
す

る
と
今
度
は
、
法
第
５６
条
の
２
に
よ
り
、

先
ほ
ど
は
除
い
た
「
屋
上
部
分
」
を
含
む

建
築
物
全
体
が
日
影
計
算
の
対
象
に
な

り
ま
す
。
日
影
の
計
算
を
行
う
際
に
は
、

階
段
室
や
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
な
ど
の
屋
上

部
分
も
含
め
て
日
影
図
を
作
成
し
ま
す
。 

一
方
、
工
作
物
へ
の
準
用
に
つ
い
て
記

載
し
た
法
第
８８
条
で
は
、
日
影
規
制
の
条

文
に
触
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
工
作
物

は
日
影 

規
制
の
対
象
に
な
っ
て
い
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
屋
上
に
設
置
し
た
広

告
塔
な
ど
は
除
外
し
て
日
影
図
を
作
成

し
て
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

高
さ
１２
ｍ
ま
で
は
斜
線
を
緩
和 

道
路
、
隣
地
、
北
側
の
各
斜
線
制
限
に

つ
い
て
は
、
屋
上
部
分
の
扱
い
は
ど
う
な

っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
は
２
つ
あ
り
ま
す
。 

ま
ず
、
令
第
２
条
第
１
項
第
六
号
ロ
に

規
定
さ
れ
た
「
屋
上
部
分
」
に
対
し
、
高

さ
の
緩
和
が
あ
り
ま
す
。
道
路
斜
線
と
隣

地
斜
線
に
つ
い
て
は
、
高
さ
１２
ｍ
以
下
の

屋
上
部
分
に
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
屋
上
部

分
の
高
さ
が
１２
ｍ
を
超
え
る
場
合
は
、

１２
ｍ
を
差
し
引
い
た
残
り
部
分
が
道
路

斜
線
と
隣
地
斜
線
の
対
象
に
な
り
ま
す
。 

も
う
１
つ
は
、
屋
上
部
分
に
対
す
る
北

側
斜
線
の
緩
和
は
な
い
こ
と
で
す
。
日
照

上
の
影
響
を
無
視
で
き
な
い
場
合
が
あ

る
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
、
高
さ
に
は
算

入
さ
れ
な
い
屋
上
部
分
に
対
し
て
も
、
北

側
斜
線
は
常
に
適
用
さ
れ
る
の
で
注
意

し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。 

こ
の
ほ
か
、
高
架
水
槽
、
ク
ー
リ
ン
グ

タ
ワ
ー
、
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
な
ど
の
建
築
設

備
は
、
階
段
室
と
同
じ
扱
い
と
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
緩
和
対
象
は
屋
上
部
分
に
限
ら

れ
る
た
め
、
屋
上
の
床
か
ら
下
の
部
分
に

あ
る
屋
外
階
段
は
、
た
と
え
パ
イ
プ
の
よ

う
な
軽
微
な
素
材
で
つ
く
ら
れ
て
い
て

も
斜
線
は
緩
和
さ
れ
ま
せ
ん
。 

【
ポ
イ
ン
ト
】 

日
影
規
制
の
対
象
と
な
る
用
途
地
域

で
は
、
建
築
物
の
高
さ
が
10
ｍ
超
（
高
さ

５
ｍ
以
下
の
屋
上
部
分
は
、
建
築
物
の
高

さ
に
含
ま
な
い
）
の
場
合
に
日
影
計
算
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
方
、
日
影
計
算

す
る
場
合
、
屋
上
部
分
を
含
む
建
築
物
全

体
が
日
影
計
算
の
対
象
と
な
る
。 

道
路
斜
線
と
隣
地
斜
線
は
屋
上
部
分

に
対
す
る
緩
和
が
あ
る
が
、
北
側
斜
線
は

屋
上
部
分
へ
の
緩
和
は
な
い
。 

 

 

会 の 活 動 に ご 協 力 く だ さ い ！ 

 

●会員の種類      ●年会費 

正  会  員 ----- 24,000円 

消費者正会員 ----- 12,000円 

一 般 会 員  -----  6,000円 

団体一般会員 ----- 48,000円 

   

※ご入会の際は入会申込書が必要です。 

事務局までご連絡ください。 

 

消
費
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べ
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□
2024
年
度
第
３
回
研
修
会
日
程 

２
０
２
４
年
度
第
３
回
研
修
会
は
２
月
８

日
（
土
）
に
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

開
催
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
を
予
定
し
て
い
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

2024
年
度
建
築
Ｇ
メ
ン
認
証
試
験(

予
告)  

▼
日
時
：
２
０
２
５
年
２
月
22
日
（
土
） 

筆
記
試
験
10
時
～
12
時 

▼
会
場
：
受
験
者
の
各
自
宅
等 

※
そ
の
他
に
論
文
試
験
（
２
月
上
旬
問
題

発
送
。
筆
記
試
験
当
日
ま
で
に
回
答
発

送
。
）、
面
接
試
験
（
３
月
実
施
。
オ
ン
ラ

イ
ン
面
接
の
予
定
）
が
あ
り
ま
す
。 

 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

～～
編編
集集
後後
記記
～～  

日
本
各
地
で
、
大
き
な
荷
物
を
持
っ
た

外
国
人
の
姿
が
目
立
ち
、
観
光
地
や
繁
華

街
は
大
賑
わ
い
で
す
。 

内
閣
府
が
１
８
歳
以
上
の
全
国
の
男

女
３
０
０
０
人
（
回
答
１
７
５
０
人
）
を

対
象
に
、
国
立
公
園
に
関
す
る
世
論
調
査

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち
込

ん
だ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
観
光
客
）
が

回
復
す
る
と
共
に
、
外
国
人
旅
行
者
の
増

加
に
不
安
を
感
じ
る
人
が
８
割
を
超
え

る
結
果
と
な
り
、
対
応
の
必
要
性
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
と
し
て
い
ま
す
。 

国
立
公
園
に
お
い
て
、
外
国
人
旅
行
者

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
へ
の
気
持
ち
を

複
数
回
答
で
選
択
し
て
も
ら
っ
た
と
こ

ろ
、
「
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
違
反
が
増
え
な

い
か
心
配
」
が
８
５
・
８
％
で
最
も
多
く
、

「
経
済
効
果
が
期
待
で
き
そ
う
」
（
４

５
・
９
％
）
や
「
地
域
活
性
化
が
期
待
で

き
そ
う
」
（
２
８
・
３
％
）
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。 

 

ま
た
、
混
雑
で
自
然
を
楽
し
め
な
か
っ

た
り
、
植
物
が
踏
み
荒
ら
さ
れ
た
り
す
る

「
過
剰
利
用
」
に
必
要
な
対
策
と
し
て
、

利
用
で
き
る
人
数
の
制
限
を
挙
げ
る
人

が
５
５
・
８
％
と
最
も
多
く
、
マ
ナ
ー
教

育
の
徹
底
や
入
場
料
徴
収
を
望
む
人
も

過
半
数
を
超
え
て
い
ま
す
。 

全
国
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
観
光

公
害
）
が
社
会
問
題
と
な
り
、
近
年
で
は

外
国
人
旅
行
者
に
よ
る
富
士
山
の
軽
装

登
山
な
ど
も
問
題
化
し
て
い
ま
す
。
環
境

省
国
立
公
園
利
用
推
進
室
は
、
「
不
安
を

感
じ
る
人
が
多
い
こ
と
を
受
け
止
め
、
国

立
公
園
の
適
切
な
利
用
の
普
及
啓
発
に

力
を
入
れ
て
い
く
」
と
し
て
い
ま
す
。 

訪
日
観
光
客
が
３
０
０
０
万
人
を
超

え
、
年
末
年
始
を
迎
え
る
中
、
ル
ー
ル
、

マ
ナ
ー
を
守
っ
た
行
動
を
心
掛
け
た
い

も
の
で
す
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

（
Ｔ
・
Ｔ
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